












































































































組 氏名 性別 年齢（歳） 平均年齢±標準偏差（歳） 平均年齢±標準偏差（歳）
A 男性 74




G 男性 65B組 H 女性 61 70．8±8．5
1 女性 82
J 女性 65 70．7±6．4
K 男性 68
L 女性 60

















































































2回目 子供の頃の遊びの思い出 ベイゴマ・おはじき・かるた たこ焼き たこ焼き作り
3回目 戦争の思い出 火吹き棒・洗濯板・たらい 芋粥 芋粥作り















































































A 24 高いほう 28 大変高い 23 ふっう
B 25 高いほう 30 大変高い 31 大変高い??
C 21 ふっう 23．3±1．7 22 ふつう 273±3．6 31 大変高い
D 23 ふっう 29 一　　　　　　　　　　　　，局いほつ 26 高いほう
E 23 高いほう 31 大変高い
F 28 大変高い 29 大変高い
G 30 大変高い 31 大変高い??
H 29 大変高い 25．5±7．2 30 大変高い 27．3±5．4 28 大変高い




K 19 ふっう 24 高いほう 24 高いほう
L 24 一　　　　　　　　　　　　，局いほつ 27 高いほう 28 大変高い??M 17 ふっう 20±4．4 20 ふっう 23．4±4．9 21 ふっう
N 15 低いほう 17 ふっう
O 25 高いほう 29 大変高い 31 大変高い
P 28 大変高い 31 大変高い 31 大変高い??Q 5 大変低い 19±12．3 13 低いほう 22．7±9．1 17 ふっう










































A組　　n＝4 B組　n＝6 C組　n＝5 D組　n＝3
初回 最終回 P値 初回 最終回 P値 初回 最終回 P値 初回 最終回 P値
参加意欲・積極性 2．5±1 3．8±0．50．08＊＊2．3±0．53．7±0．50．02＊林2．8±0．8 4±0 0．04＊＊＊1．7±0．63．3±0．60ユ1＊
回想内容の発展性 2．8±0．93．8±0．50．22＊ 2±0．6 3．2±0．80．12＊ 2±0．7 3．6±0．90．07＊＊ 2±1 3．7±0．6026＊
回想・発言内容の質 2．5±1．33．8±0．50．39＊ 2．3±0．52．8±0．90．29＊ 1．8±0．83．6±0．90．06＊＊ 2．7±0．63．7±0．60．19＊
対人コミュニケーション 3±0．8 4±0 0．09＊＊2．7±α5 4±0 0．01＊＊＊2．8±1．14±0 0．04＊＊＊ 2±1 4±0 0ユ1＊
喜び・楽しみなどの満足度 2．8±0．9 4±0 0．09＊＊2．3±0．5 4±0 0．01＊＊＊2．8±0．8 4±0 0．04＊＊＊1．7±0．63．7±0．60．11＊
＊P＜0．5　　＊＊P〈0．1　　＊＊＊P〈0．05
満足度」（P＜0．01）において有意な改善が示され
た。C組では，「参加意欲・積極性」・「喜び・楽し
みなどの満足度」・「対人コミュニケーション」（P
＜0．04）の3項目において有意に改善しており，「回
想内容の発展性」（P〈0．07）と，「回想、・発言内
容の質」（P〈0．06）でも有意な傾向が確認できた
が，D組では，全ての項目において有意な改善は
示されなかった。
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皿　考察
1．グループ回想法
　グループ回想法実践中の評価尺度であるベンダー
観察記録表の結果では，初日と比較すると最終日
には，全てのグループにおいて「参加意欲・積極
性」，「回想内容の発展性」，「回想・発言内容の質」，
「対人コミュニケーション」，「喜び・楽しみなどの
満足度」の全項目において得点が上昇していたが，
グループによって有意な改善が示されないグルー
プもあった。
　このことから，スクールに参加することで，思
い出が想起される過程において他者との交流が促
され，喜びや楽しみなどの満足感が増していくこ
とが明らかになった。しかし，グループ毎に選択
したテーマやグループメンバーによって，ベンダー
観察記録表の結果に差がみられた。テーマの選択
においては，初回はふるさとの思い出で，自己紹
介を兼ねてふるさとの思い出を語り合い，その中
で，2回目のテーマを選定し，2回目のスクール
開催中に3回目のテーマを選定するという方法を
取り入れていた。
　全ての項目において有意な改善が示されたC組
では，Kさんがスクール初日に持参した昔の子供
時代の遊びをテーマとした粘土細工を活用し，遊
びに関するテーマを中心にスクールを運営したこ
とで，思い出が想起されやすく，大きな声で笑い
が絶えない時間が長く，子供の頃の楽しかった思
い出がより具体的に語られる場面が多かったため
であると考える。一方，全ての項目において有意
な改善が示されなかったD組では，初回から最終
回まで戦争の辛かった話題が多く，真剣な表情で
お互いの思い出を聞く時間が長かったことが影響
しているのではないかと考える。
　この点にっいて，Butler（1963）6）が示してい
る老年期の最終課題である人生の統合を目指す手
段として回想法を捉えると，辛かった体験を他者
に語る中で自己の思い出を整理し，現在を見っめ
なおし，残りの人生を捉えなおす機会になったと
捉えることができる。
　D組のQさんは，初日に「私にはいい思い出が
何もない」と話していたが，最終日には「辛かっ
たことを普段話す機会もなく過ごしてきたが，今
回，皆さんに話しを聞いてもらいすっきりした気
持ちです。これからも皆さんと一緒に活動してい
きたい」という言葉が聞かれたことからも，Qさ
んにとっては思い出の整理ができ，人生の統合に
っながる体験になったといえる。そして，グルー
プメンバーとしてQさんの辛かった思い出を真剣
に聞く中で，自己の戦争体験が語られるなど，他
者の思いを傾聴・受容・共感する中で参加者同士
の相互交流が図れ，スクール最終日には，同窓会
での再開を望む発言や，今後の活動に対する意欲
も聞かれ，グループとしての成長・発達が確認で
きたといえる。
　このように，それぞれのグループにとって，ス
クールにおけるテーマや運営内容は異なるが，参
加者1人ひとりにとって価値ある体験へと導くこ
とが，グループ回想法を運営する上での重要な視
点ともいえ，その場の状況に合わせて臨機応変に
対応していくことで，グループとしての成長・発
達が期待できると考える。
　一方で，生きがい感スケール（K－1式）の結果
では，テーマや運営内容にかかわらず全てのグルー
プの平均得点において介入前より介入後に生きが
い感は上昇していた。参加者個別にみると，18名
中16名（88．9％）の生きがい感が上昇しており，1
6）前掲1）．
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名が同得点（0．56％），1名（0．56％）が低下して
いた。これらのことから，地域に在住する元気高
齢者へのグループ回想法の介入効果として，生き
がい感に影響を与えることが確認できた。
　高齢期は，心理的・社会的・精神的側面から生
きがいを喪失しやすい時期であるが，野村（2005）7）
は，高齢者は生きがいを喪失しやすいものの，再
獲得できる能力を持っているとし，鶴若・岡安
（2003）8）は，高齢者が捉える生きがいの特徴とし
て，過去の生きがいを通して現状の生きがいを捉
え，時間の流れという文脈の中で現在の生きがい
を捉えていると述べている。
　参加者は，スクール開催中に普段思いだすこと
がない昔の懐かしい記憶を他者との相互交流の中
で思い出すことができたと話しており，他者の発
言内容から，自己の人生回顧が促される場面が多
く，過去の出来事を他者と共感できたことで，時
間の流れを通した生きがいの向⊥にっながったと
捉えることができる。
　また，全てのグループの参加者にとって，スクー
ル初日は，初めて訪れる場所で，初対面の人の集
団であった。そのため，グループ形成時は緊張感
がみられたが，昔の懐かしい品物や味に刺激され
懐かしい動作を行う中で，中期には参加者同士の
相互交流は自然に深まり，終了期には思い出を想
起し語り合えたことへの感謝の気持ちや，今後の
活動にっながる発言が聞かれた。
　このことから，スクールに参加する中で想起さ
れた思い出を他者に語り，その思い出が他者と共
感できた中で得られた成功体験が，生きがい感に
影響を与え，今後の活動にっながる主体的行動へ
の発言として現れたと捉えることができる。
2．社会参加支援
　回想法の介入によって上昇した生きがい感は持
続しないことが確認されており，グループワーク
における終了期にっいて，武田・大利（1991）9）
は，終了期に近づくに従って，メンバーの満足の
源を次第にグループ外のものへ移していくという
意識的な努力が必要であると述べており，前田
（1995）10）も，終結に当たってワーカーは，対象者
や状況に起こった望ましい変化が，処遇の終了後
も維持され続けるよう，必要な措置をとっておか
なければならないと述べている。
　そこで，上昇した生きがい感の維持・向上を目
指してスクール修了後に，参加者の同窓会を開催
した。同窓会には，スクール修了者がグループに
関係なく合同で集まり，参加者同士がさらに新し
いグループを形成する中で，参加者それぞれのエ
ンパワメントを活用し，地域におけるグループ活
動に発展していくよう支援した。
　その結果，同窓会を開催していく中でスクール
修了者が増えていき，「回想法スクールに参加して
元気をもらえた」など，スクールでの出来事をお
互いに報告し合いながら新たな人間関係が形成さ
れていった。このことは，初めて出会った人の集
団であったが，参加者全員がスクールに参加した
という共通の体験をしており，相互交流しやすい
環境であったことが考えられる。
　そして，6回目の同窓会開催時に調査した生き
がい感スケール（K－1式）の結果では，12名中7
名の生きがい感は上昇し，3名が低下，2名が同
7）野村千文：高齢者の生きがいの概念分析，日本看護科学会誌，25（3），61－66，2005．
8）鶴若麻理，岡安大仁：語り（ナラティブ）からみる高齢期の生きがいの諸相，生命倫理，13（1），150－157，2003．
9）武田建・大利一雄：新しいグループワーク，日本YMCA同盟出版部，194，1991．
10）前田ケイ著・福田垂穂・前田ケイ・秋山智久編：グループワーク教室，有斐閣，116，1995．
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得点となっていた。このことから，支援を継続す
ることで，58．3％の参加者の生きがい感が上昇し，
16．7％の参加者が同得点で，全体の75％の参加者
の生きがい感の維持・向上が確認できた。
　高野（2003）11）は，高い生きがい感は，家族や
地域社会における多様な社会組織との関係の中で
何らかの自らの役割を果たすことによって，維持
された態度として捉えることが可能であると述べ
ており，坂井・川村・宮前他（2004）12）は，成功
体験が多くなるにっれ，主体的な参加が可能とな
り，役割や生きがいを再獲得したと述べている。
さらに，古尾・篠原・箕輪他（2004）13）は，自己
効力感が高いほど生きがい感も高く，健康で生活
していることの認識が高いと述べている。
　3回目の同窓会において，地域の子供たちに昔
の遊びを体験してもらうイベントを開催し，参加
者の中から「子供たちが喜んでくれて楽しかった。
またしてみたい」や，「子供にもどった気分で遊び
ました」，「自分たちにできることをみんなで協力
しながらしていきたい」などの発言が聞かれた。
　このことから，イベントにおける参加者の役割
が，子供たちに昔の遊びを教える内容であったこ
とから，参加した高齢者にとっては，遊びの動作
を通してさらに思い出が想起される中で，自分た
ちの持っている能力が十分発揮され，成功体験に
っながったと捉えることができる。さらに，イベ
ントを開催したことで，地域社会の中でそれぞれ
が役割を担い，子供たちに喜ばれ，主催者からも
感謝された。この成功体験から，精神的な充足感
が得られ，生きがいに影響を与える中で新たな活
動への意欲への高まりにっながったと捉えること
ができる。
　4回目の同窓会では，今後の活動にっいて意見
交換を行った。その中で，「回想法スクールに参加
して自分たちがその効果を実感できたため，今度
は他の人たちの思い出を引き出していきたい」や
「特技である歌を活かして施設などでボランティア
をしたい」という意見が聞かれ，自分自身の能力
を活かし他者の役に立っ活動への意欲が伺えた。
　グループワークの定義にっいて，武田・大利
（1991）14）は，グループに参加しているクライエン
トが望ましい変化をなすよう援助するひとつの様
式で，意図的なプログラム活動の展開によって仲
間関係を成長させ，グループ内の相互作用を深め
るとしている。同窓会参加者の中には，「私にでき
るかしら」と不安を訴える参加者もいたが，他の
参加者が「一緒にやってみましょう」と励ます様
子なども観察でき，グループとして仲間関係が形
成されグループとして成長・発達していく様子も
確認できた。
　そして，5回目の同窓会では，高齢者福祉施設
などに出向き歌を取り入れながら回想法を行い，
高齢者福祉施設入所者の自分史ブックを作成する
ボランティア活動をおこなっていくことで意見が
一致し，6回目の同窓会ではボランティアの実現
に向けて，回想法実践者養成講座を開催した。
　高間・杉原15）は，生きがいとは，趣味の延長上
に成果があるのではなく，成果を人に役立てるこ
とで価値が見出され，人のために役立っ自分が発
見できれば，それが自己実現になると示している。
11）高野和良：高齢社会における社会組織と生きがいの地域性，生きがい研究，長寿社会開発センター，9，79，2003．
12）坂井ルミ・川村直子・宮前ちひろ他：高齢障害者の終末期における作業活動の意味，作業療法，23，437，2004．
13）古尾千世子・篠原清夫・箕輪由美子他：高齢者の自己効力感と生きがい感に関する研究，人間科学論究，12，67－
　81，　2004．
14）前掲9），192．
15）高間由美子・杉原利治：高齢者の社会参加と生きがいに関する研究，東海女子短期大学紀要，30，65－75，2004．
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回想法スクールで出会った元気高齢者のグループ
が，それぞれの持っている力を発揮し，高齢者福
祉施設で入所生活を送っている高齢者に喜んでも
らえる活動を実践していくことで，上昇した生き
がい感は維持・向上できるのではないかと考える。
　さらに，人は生きがいを持ち続けることが大切
で，佐々木（2003）16）は，日本の高齢者の自殺の
増加は，役割の喪失や生きる意味の喪失からきて
いると述べている。回想法を用いた介入は，生き
がい感の向上だけでなく，POMS短縮版の抑う
っ・落ち込みの改善が示されている17）。
　そのため，今後は地域で生活を送る元気高齢者
への社会参加支援の1方法として，回想法ボラン
ティアを支援していくことで，元気高齢者にとっ
ては役割を担う充実感ともに回想法を実践するこ
とで自己の人生回顧も促され，高齢期のうっ予防
に向けた取り組みとして，その効果が期待できる
と考える。さらに，高齢者福祉施設で入所生活を
送っている虚弱高齢者にとっても，個別に自分史
ノートを作成する過程において，人生回顧が促さ
れ回想法の効果も期待できるのではないかと考え
る。
　このように，元気高齢者への社会参加支援の1
方法として回想法ボランティアを支援していくこ
とで，元気高齢者と虚弱高齢者，双方にとって生
きがいの維持・向上につながる支援が提案できる
可能性があると考える。
おいて他者との交流が促され，喜びや楽しみなど
の満足感が増し，生きがい感に影響があることが
明確になった。
　スクール修了後の参加者への継続した支援とし
て同窓会を開催した結果，さらに新たな人間関係
が形成され，同じ目的を持った活動を通し，元気
高齢者それぞれにとっての成功体験が，新たな活
動への意欲の高まりにっながることが確認でき，
社会参加支援へと発展した。
　さらに，参加者が回想法のボランティア実践者
として地域の中で活動できるよう支援し，グルー
プメンバーが助け合いながら高齢者自身が社会参
加する中で，自らの能力を発揮し成功体験が多く
得られるよう支援していくことで，高齢期のうつ
予防に向けた取り組みとして，その効果が期待で
きる。そして，元気高齢者が虚弱高齢者を支援す
ることで，双方にとっての効果が期待できる。
　今回の継続支援における調査対象者は12名と少
なく，生きがい感は普段の日常生活における出来
事などにも影響されることを考慮する必要があり，
今後も，元気高齢者の生きがいの維持・向上にっ
ながっているか継続調査を行い検証していきたい。
このことにより，元気高齢者の生きがいの維持・
向上に向けた支援が提案でき，対象を増やし長期
的に検証していくことで，高齢期のうっ予防に向
けた取り組みとして，回想法を活用した社会支援
プログラムが提案できる。
まとめ
　地域で生活する元気高齢者にグループ回想法を
用いて介入した結果，思い出が想起される過程に
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　本研究にご協力頂き，グループ回想法に参加し
て頂いた方々に心から感謝致します。
16）佐々木交賢著：佐々木交賢・Pierre，　A．編：高齢者社会と生活の質一フランスと日本の比較から，専修大学出版
　局，195－196，2003．
17）津田理恵子：特別養護老人ホームにおける回想法の実践一クローズド・グループによる介入効果一，日本看護福
　祉学会誌，14（2），109－123，2009．
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